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F 学शαϙーτ
1 情○ 報サービス

（̍）学ͰͷωοτϫʔΫͷར༻
　京都大学の学術情報ωッτϫーΫαービεを利用してڀݚ教育活ಈに必要な情報ऩ集やίϛュχέーγϣン
πールを利用することがで͖ます。
　ωッτϫーΫαービεを利用するには、ࣨڀݚ等にઃஔしている情報ίンηンτを利用するํ๏とਤॻؗ等の
学内ެڞεϖーεにઃஔしている学内 8J-'J ଓαービε（,6I/4-"JS）を利用するํ๏があり、,6I/4-"JS は
&$4-I% で利用で͖ます。

（̎）教育༻ίϯϐϡʔλγεςϜͷར༻
　教育用ίンϐュータγεテムは、本学の学生ɾ教৬һが授ۀやࣗओ学शのたΊに利用で͖るγεテムです。学術
情報ϝディアηンターೆؗԋशࣨとҰ部のαテライτԋशࣨ、後ड़の I$T ίϞンζ等に P$ をஔしていま
す。これらの P$ には֤छιϑτΣアがಋೖされており、レϙーτの࡞成やϓϩάラϛンάの学श、Σブ
による情報ऩ集やిࢠϝールによる情報交が行えます。教育用ίンϐュータγεテムの P$ 環境を、͝ ࣗ
の P$ ͔らଓして利用することで͖ます。　

（̏）*$5ίϞϯζͷར༻
　学術情報ϝディアηンターೆؗ 1 ֊ I$T ίϞンζ、ෟଐਤॻؗ � ֊Φーϓ
ンεϖーεラϘラτϦ 	04-）、吉田ೆਤॻؗ 2 ֊に上ه教育用ίンϐュータ
γεテムの P$ をઃஔしています。これらの P$ は、։ࣨதはࣗ༝に
利用で͖ますのでࣗ学ɾࣗशに活用ͩ͘さい。また、上ه I$T ίϞンζには
,6I/4-"JS が利用で͖る #:0%	#SJOH :PVS 0XO %FWJDF）エϦアあり、࣋
Έࠐͪ P$ を使いながらάルーϓ学शやディεカッγϣンを行うことがで͖
ます。

（˞学術情報ϝディアηンタʕ ೆؗ 1 ֊内のʮI$T ίϞンζʯは、2020 年よりಉؗのʮ04-ʯおよびʮラーχンά
ίϞンζʯがվশされたのです）

情報αーϏεΛ͝ར༻͍ͨͩ͘ʹ͋ͨͬͯᴷ情報ηΩϡϦςΟF�-FBSOJOH ͷडߨᴷ
　京都大学の情報環境を͝利用いたͩ͘にあたっては、日͝Ζ͔ら情報ηΩュϦティରࡦをສશに行うととに
ルールをकっていたͩ͘必要があります。ྫ え、情報のஶݖ࡞のଚ重、ωッτϫーΫやࢉܭ機へのదなཧや
アΫηε、ࣗࣗの情報をؚΊたݸਓ情報の৻重なѻいとϓライόγーのଚ重、ిࢠ的なίϛュχέーγϣン
で生͡やすいτラブルのճආなどです。京都大学のߏ成һには、情報αービεの҆શでޮՌ的な利用のたΊに、情
報ηΩュϦティにؔする F--FBSOJOH の受ߨがຖ年ٛ務けられています。&$4-I% を༗ޮԽしたら、P$ ͔
らす͙に受ߨし、情報ηΩュϦティやٻΊられるルールɾϚφーを学び、దな利用を৺がけてͩ͘さい。

ใߏػڥϗʔϜϖʔδ
（学生アカンτ（&$4-I%
、学生用ϝール（,6.0I
、ωッτϫーΫの利用などの͝案内）

https://www.iimc.kyoto-u.ac.jp/ja/

I$T ίϞンζ

https://www.iimc.kyoto-u.ac.jp/ja/
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2 図○ 書館
　京都大学には、ෟଐਤॻؗや吉田ೆ૯߹ਤॻؗをは͡Ί �0 のਤॻؗɾਤॻࣨがあります。それ
ͧれのਤॻؗでは、学शのたΊのշదなۭؒがあり、学にԊったਤॻやࢽࡶが利用で͖ます。ま
た、֤ ਤॻؗでは、ਤॻؗの利用๏͔ら、レϙーτ࡞成に必要なࢿྉの集Ίํ、課のௐํ、จɾレ
ϙーτのॻ͖ํまで、学शにؔするさま͟まな૬ஊにԠ͡ています。օさΜの学शのたΊに京都大学
のਤॻؗを大いに活用してͩ͘さい。

ʦਤॻؗΛར༻するにʧ
　˔ਤॻؗへのೖؗやਤॻをआりる際には、学生ূが必要です。
　˔ਤॻؗΦンラインαービε .Z,6-I/& 等の利用には、学生アカンτ（&$4-I%）が必要です。
ʦࢿྉΛར༻するにʧ
　˔京都大学ଂॻ検ࡧ ,6-I/& で、ࢿྉがどのਤॻؗにあり、ି ग़த͔どう͔等がௐられます。
　˔.Z,6-I/& を使って、आりているਤॻのฦ٫期ݶԆや、ଞのਓがआりているਤॻに༧を͔けること等が

で͖ます。
　˔Φンラインで、ి ॻ੶ɾిࢠ 、Ϧιーεを利用することがで͖ます。またࢠジϟーφルやデータϕーε等のిࢠ

本学のڀݚ成Ռはʮ京都大学学術情報ϦϙジτϦ（,63&/"I）ʯで、و重ࢿྉのデジタルը૾はʮ京都大学و重
。ることがで͖ますݟྉデジタルアーカイブʯでࢿ

ʦਤॻؗΛ͞Βに׆༻するにʧ
　˔ෟଐਤॻؗをは͡Ί֤ਤॻؗɾਤॻࣨでは、学शにؔするଟ͘のߨश会を։࠵しています。また、ਤॻؗ機

のߏ 8FC αイτでਤॻؗが提供するさま͟まなαービεを֬ೝすることがで͖ます。京都大学ਤॻؗ機ߏ
:PVTVCF νϟンωルでは、ਤॻؗ 8FC αービεの紹介や情報検ࡧに役立つಈըを৴しています。

ϥʔχϯά・ίϞϯζ
（ෟଐਤॻؗ）
άルーϓϫーΫや発ද࿅श等、
会しながら学शで͖るε
ϖーεです。

PO（Θ͓Μ）
（٢ాೆ૯߹ਤॻؗ）
ݚਓɾάルーϓでの学शやݸ
会での利用を的としたʮڀ
ͤるਤॻؗʯです。

学शࣨ ��
（ෟଐਤॻؗ）
2� 利用で͖るࣗशεϖーؒ࣌
εです。

ӳޠ学शίʔφʔ
（٢ాೆ૯߹ਤॻؗ）
ӳޠଟಡɾಡのたΊのਤॻ
が利用で͖ます。

ਤॻؗߏػϗʔϜϖʔδ
（利用案内ɾؗٳ日情報ɾ.Z,6-I/& 等の֤छαービεの͝案内）

https://www.kulib.kyoto-u.ac.jp

https://www.kulib.kyoto-u.ac.jp
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3 総○ 合博物館
　૯߹ത物ؗは、18�� 年の։学以来ऩ集された、260 ສに及Ϳ学術ඪ本ࢿྉをऩଂしています。
これらをڀݚし、ະ来にえること、そして京都大学の教育ɾڀݚの成Ռを社会に発৴することのೋ
つが、૯߹ത物ؗの重要な使໋です。

։ؗؒ࣌ 日ؗٳ ೖؗྉ

�ɿ�0 ʙ 16ɿ�0
� ೖؗは 16ɿ00 まで �

月༵ɾՐ （༵平日ɾॕ日に͔͔Θらͣ）およ
び年年12）࢝ 月 28 日ʙ̍月̐日）、立
೦日（6ه 月 18 日）、Նۀٳق日（8 月ୈ �
िのਫ༵日）

本学の学生はແྉ
（学生ূの提示が必要）

会期、։ؗؒ࣌は変更されることがあります。͝ 来ؗલにؗのΣブαイτで֬͝ೝͩ͘さい。

˙Ϟϊͷ͕ڀݚͰ͖る૯߹തؗ
　૯߹ത物ؗの༗する学術ඪ本ࢿྉ（Ϟϊ）には、จܥでは、国ๅɾ重要จԽࡒやそれに४ͣるࢿྉ、ཧܥでは、生物ɾ
Խੴの学໊のج४となるඪ本（タイϓඪ本）などがଟؚまれ、国際的にو重なίレΫγϣンです。これらは、利
用しやすい形でอされていて、学内֎のऀڀݚがසൟに活用しています。ଔۀจやम࢜ɾത࢜จのたΊのݚ
。に利用することがで͖ますڀ
　こうしたࢿྉをとにしたڀݚの成Ռを展示しているのが、ৗઃ展です。จԽܥ࢙展示では、ݹจॻɾهݹと
いったྺࢿ࢙ྉ、京都市内のݹਤ、発۷ௐࠪやւ֎学術交流によってたらされたثやੴث、ۚ ଐなど紹
介されています。ࣗ વܥ࢙展示では、φϚンのタイϓඪ本をは͡Ί、Ἑ生ྛڀݚやϚレーγアଳӍྛでのݚ
ٕ。成Ռなどを展示していますڀ 術ܥ࢙展示では、ઃ期の京都大学で使Θれた物ཧ教育型や機ցϝカχζム
型などを展示しています。

จԽܥ࢙展示 ٕ術ܥ࢙展示ࣗવܥ࢙展示

　202� 年はʮٿ֎物࣭のڀݚʯをテーϚにしたاը展ʮӉ͔らのखࢴ ᯁੴの発͔ݟらはやͿさ 2 の୳ࠪま
でʯを։࠵しました。京都大学ではٿにམԼしたᯁੴやӉਖ、୳ࠪ機がؼͪ࣋ったϦターンαンϓルまで͘
ٿ֎物࣭のڀݚにऔりΜでいます。本展示では࠷৽のڀݚ成Ռをは͡Ίʮٿ֎物࣭ڀݚのྺ࢙ʯʮ߭物の
ੳʯʮᯁੴとਓとのؔΘりʯについてؗॴଂの学術ඪ本ࢿྉ等をଟ展示して紹介しました。
　また、2 つのಛผ展（ʮに会える日 7PM��- ଜ田ହོίレΫγϣン展 - 日本のʯ、ʮจԽࡒ発۷‡　吉田Ҩ࢈୳
๚ʵҨɾݹਤɾʵʯ）を։࠵しました。
　このように、૯߹ത物ؗでは展示を௨して京都大学におけるڀݚの成Ռや৽しい発ݟをえるととに、展示を
͖っ͔けにした学際的なڞಉڀݚ生まれています。
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らはやͿさ̎の୳ࠪまでʯ͔ݟᯁੴの発　ࢴը展ʮӉ͔らのखا

૯߹തؗϗʔϜϖʔδ

https://www.museum.kyoto-u.ac.jp/

4 研○ 究資源アーカイブ
　京都大学ݯࢿڀݚアーカイブ（,633"）では、ࣸਅ、ө૾や
Ի、ϑィールドϊーτやڀݚ会のهなど、ڀݚが生Έग़す
ଟ࠼なࢿྉをอଘし、ক来の教育やڀݚに活用してい͘たΊ
に活ಈしています。その成Ռは、京都大学デジタルアーカイ
ブγεテム（Ѫশ PFFL）とө૾εテーγϣン（"VEJP-7JTVBM 
4UBUJPO � "74）でެ։しています。PFFL は、,633" のアーカ
イブࢿྉの情報をӾཡɾ検ࡧするたΊのΦンラインαービε
です。
　ৄし͘は、Լهのϗームϖージを͝ཡͩ͘さい。

˙ө૾εςʔγϣϯ（"74）ͷར༻に͍ͭͯ
　"74 は、͔ݯࢿڀݚら࡞られたө૾ίンテンπ等をࢹௌɾӾཡで
͖るࢪઃです。

ઃॴ在　　૯߹ത物ؗࢪ˔ 1 ֊、ਖ਼໘ೖ͔ޱら͔って左、
ϛュージアムγϣッϓखલにあります。

˔։ؗؒ࣌　　૯߹ത物ؗの։ؗؒ࣌に४͡ます。
（利用݅はಉ͡）

˔ "74 ྉを利用で͖ます。PFFLࢿఆެ։のݶ 利用で͖ます。
　˞৽型ίϩφイルεײછ֦大ࢭのたΊ機ثɾࢪઃの利用を੍ݶしていることがあります。

京都大学ݯࢿڀݚΞʔΧΠϒϗʔϜϖʔδ

https://www.rra.museum.kyoto-u.ac.jp/

PFFL Ϟードの利用には学生アカンτऀڀݚ
（&$4-I%）が必要です。

https://www.museum.kyoto-u.ac.jp/
https://www.rra.museum.kyoto-u.ac.jp/



